
四
分
村
（
四
分
町
）
の
小
字
が
独
立
し
て
小
房
村
（
お
う
さ
む
ら
）
と
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
末

期
の
嘉
永
、
安
政
年
間
（
一
八
四
八

五
九
）
の
こ
ろ
で
す
。

小
房
村
が
生
ま
れ
る
約
二

年
前
の
慶
安
三
（
一
六
五

）
年
、
同
地
の
小
房
観
音
寺
本
尊
を

比

叡
山
か
ら
移
し
た

記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
仏
像
を
祭
る
祠
（
ほ
こ
ら
）
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
同
じ
く
大
願
寺

永
代
経
寄
付
芳
名
録

を
見
ま
す
と
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六

三
五
）
の
芳

名
記
録
は
、
寄
付
人
が
少
な
く
記
入
年
代
も
、
と
び
と
び
。
記
入
年
代
が
連
な
っ
て
く
る
文
化
、
文
政

年
間
（
一
八

四

二
九
）
の
記
録
か
ら
類
推
し
ま
す
と
、
約
四

軒
ほ
ど
の
家
が
独
立
当
時
の
村
に

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

村
は
、
北
の
街
道
宿
場
・
八
木
村
と
南
の
畝
傍
や
吉
野
方
面
を
つ
な
ぐ
、
道
筋
に
沿
っ
て
栄
え
ま
し

た
。
幕
末
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
前
後
の
記
録
で
は
、
村
の
戸
数
が

三
百
軒
近
く
に
達
し
た

と
あ
り
ま
す
。
現
小
房
町
の
町
並
み
が
ほ
ぼ
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

明
治
維
新
の
こ
ろ
に
は
、
町
を
流
れ
る
飛
鳥
川
に
小
船
が
行
き
交
い
、
ア
ユ
漁
も
行
わ
れ
て
い
た
と

い
い
ま
す
。

昔
は
川
に
行
き
交
う
小
船


